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  　本工法は、鋼製柱と鋼管杭の接合に、埋込み柱脚形式の接合部を用いた一柱一杭
基礎工法です。基礎梁やフーチングが不要となるので、基礎工事の簡略化が図れます。

　本工法は、鋼管杭の杭頭にあらかじめ工場で接合部（充填コンクリートを除く）を溶接し
て取り付けておき、杭を打設します。次に、鉄骨建方用治具を用いて柱位置とレベルの調
整を行いながら鋼製柱を建て込み、コンクリートを外周鋼管天端まで充填することで埋込み
柱脚を形成して、柱と杭の構造的な一体化を図っています。

  　広幅 H 形鋼または角形鋼管を柱とする４階建て以下の鋼構造建築物に適用できま
す。建物用途として事務所・工場・物流倉庫を含む倉庫、鉄道の旅客上家、工作物等
があります。

  　鋼製柱としては、広幅 H 形鋼（SS400、SN400B）の H-100×100×6×8 ～
H-400 × 400 × 13 × 21、 角 形 鋼 管（STKR400、BCR295） の □ -100 ×
100×4.5 ～□ -450×450×22 を適用することができます。なお、角形鋼管の
場合は、部材種別が FA であることが必要となります。

  　接合部は主として、鋼製柱、外周鋼管、充填コンクリート及び回転貫入鋼管杭で構
成されます。

施工方法名工・エムオーテック式一柱一杭基礎工法

工法説明

適用建築物

構成部材

鋼製柱 台座固定リング 
充填コンクリート 

ダボ板 
接合部 

鋼製柱 

羽板 外周鋼管 本評定の適用範囲 

底板 
鋼管杭 リブプレート 

水平スチフナー 

水平スチフナー 
鋼管杭 

構成部材図 構成部材図

接合部(充填ｺﾝｸﾘｰﾄ除く)の製作 

杭芯出し 

鋼管杭 材料搬入 

鋼管杭 打設 

鋼製柱 材料搬入 

鋼製柱 建込み 

充填コンクリート 打設 

鋼製柱の柱脚部製作 

接合部（充填ｺﾝｸﾘｰﾄ除く）の施工図・製作図 作成 

現 場 工 場 

鋼管杭 打設前 

 鋼製柱 建込み 

コンクリート　充填 鋼管杭 打設時 

接合部 杭先端部
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